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部署別機器一覧
参照,空きラック

検索など

□

機器の仕様,設置場所,利用者情報,
保守契約情報などの各種情報を関連

付けて管理
(登裔する内容はユーザーカスタ

マイズ可能)

声

音≠yう㌘

ぎ蛾5v首妄碗表

インペン印情報の取り込みによる情朝更新

轟麒1

JP=AssetManager

資産管理DB

靡

望
資産データ更新

lT(lnformationTechno10gy)への戦略的な投資

は,今や企業活動の中で重要な資産運用である｡しか

し,汀技術の進歩は早く,短い周期で機器やソフト

ウェアの見直しが必要となる｡このため,lT投資では,

ROl(Return onlnvestment:投資対効果)を重視し,

短いサイクルで,効率のよい汀資産運用を実現するこ

とが求められている｡

IT資産管理ソリューションは,ROlを重視した什資産

管理を支援する運用管理ソリューションである｡汀資産

管理ソリューションでは,企業内にある一丁機器やソフト
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はじめに

近年,企業活動の中で,ITの重要性はますます高まって

おり,ITへの積極的な投資が行われている｡しかし,ITへの

投資が増えるにしたがって,企業内に機器やソフトウェアがあ

ふれ,ROI(Return onInvestment:投資対効果)を意識し

た適切な管理を行うことが難しい状況になりつつある｡その主
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lPアドレスの

管理や資産の

棚卸し参照など

管理業務ワークフロー構築支援

資産情報と連動した
業務運用の
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lT資産のライフサイクル

汀資産の計画から導入,運用,

返却･廃棄のライフサイクルで,

各シーンに必要な情報を"JPl/

AssetManager”によって一元管

理し,効率的な運用業務を実現

する｡

注:略語説明

IP(hternetProtocoト)

DB(Database)

JPl(日立製作所の統合システム
運用管理ソフトウェア)

ウェアの状況を常に把握し,計画的に導入,運用,廃

棄などを行って,lT資産のライフサイクルを支援する｡

また,改正著作権法の施行により,違法コピーの問

題がクローズアップされていることから,企業としては

今まで以上にソフトウエアライセンスの正確な管理が重

要になっている｡

日立製作所は,統合システム運用管理ソフトウェア

"JPl”の汀資産管理製品``JPl/AssetManager''に

より,汀資産管理ソリューションの提案に取り組んで

いる｡

な理由は,以■卜の2点である｡

(1)急増した企業内のIT資産を管理することは,手間が掛

かり高コストである｡

(2)改正著作権法の施行により,ソフトウェアなどでの違法コ

ピーが厳しく処罰されるようになり,ソフトウェアライセンス情報

の正確な管理ニーズが増加している｡

(1)の,人手に頼る従来のIT資産管理では,現在の資産

の状況を確認することは困難であり,ROIを意識してIT資産
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を計画的に導入,運用することができないことを意味している｡

また,(2)は法的なこととは別に,真に使われているライセンス

数を管理し,的確なライセンス費輔を貸出し,管理することが

重要であるということを示している｡

ここでは,このような観点から,IT資産管理の製品とソリュー

ションについて述べる｡

g
lT資産管理の要件

2.11T投資の効率化

ドッグイヤーと言われるほど変化が激しいITの世界では,

IT資産の導人にも,先を見た計画を立てて導入,運用し,時

代に合わないものから順次撤去する必要が生じてくる｡

このような状況の中で,IT投資を効率化するにはIT資産

管理を正確に行うことが重要である｡

IT資産管理とは,｢計画+,｢導入+,｢運用+,｢返却･廃棄+

という一連のIT資産のライフサイクルを管理することである｡

この管理は,従来は人手によって行っていたが,膨大なIT資

産を管理するには限界がある｡人手に頼っていた資産管理

を高効率化し,いっそう正確化するのが,IT資産管理製品

とソリューションである｡これにより,計画を立てる段階で,リア

ルタイムに機器の細かい情報まで収集し,それに基づいて計

画を立てることができる｡また,導入や運用では購買や機器

の配備状況を記録する帳票が必要になるが,これらを一元

管理することで効率的な管群運用を行うことができる｡IT資

産管理製品が,IT資産のライフサイクルのフェーズごとにどの

ようなサポートをするのかについて,3章で具体的に述べる｡

2.2 ソフトウェアのライセンス管理の意義

企業のパソコン上で稼動するソフトウェアを,ライセンス契約

に準拠するように適切に管理することは,他社の著作権を尊

重するうえで非常に重要である｡最近,不正使用の取り締ま

りによって摘発される事件が報道されている｡多くの場合その

企業の信用を損ない,経営を大きく揺るがす結果になって

いる｡

このように,ソフトウェアのライセンス管理は重要であるが,

ライセンス数を契約通り順守するだけがライセンス管理の目的

ではない｡ROIを重視し,IT投資の効率化の観点から,その

ソフトウェアがどのように使われているのか,使用しているバー

ジョンは何かなどを把握し,それに基づいて適切なライセンス

契約,あるいはバージョンアップ計画などを立てることが重要

である｡これを支援するのがソフトウェアライセンスソリューショ

ンである｡
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題lT資産管理に対応する日立製作所の取り組み

3.1統合システム運用管理"JPl''

従来の"JPl''では,インベントリ情報の収集を中心としたIT

資産管理を支援してきた｡`リPlVersion6f”では,上記に加

え,IP(InternetProtocol)の割り当てなどのネットワーク情報

や保守･リース契約情報なども含めで儲管理し,機器やソ

フトウェアの購人から減却まで,IT資産のライフサイクル管理

を支援するIT資産管理製品を提供する｡

3.21T資産管理ソリューション

(1)機器管理ソリューション

●`JPl/AssetManager''では,単に機器管理するだけでは

なく,以下に述べる4ステップのライフサイクルを通して機器を

効率よく適用し,資産を有効活用することを目的としている｡

機器管理を容易にかつコストをかけずに実現できるように,

JPl/Asset Managerでは,｢機器管理テンプレート+を標準

提供している｡

(a)ステップ1:計画フェーズ

計画フェーズでは,機器の導入計画克案時に必要とな

る,現在の機器の利用状況などを把握することを目指す｡

機器を導入するには,まず現在の状況を把握しなけれ

ばならない｡現在,どの部署はどの程度の機器を保有し,

どれくらいのコストが掛かっているか,設置しているだけで

使用していないむだな機器はないか,リース品の契約期限

が迫っているか,または契約期限が過ぎてしまった機器は

ないか,などの情幸艮が必要になる｡これについてJPl/

Asset Managerでは,最近数期分の導入実績を出力し,

期ごとの導入台数,導入費用を各部署の表で作成する｡

また,リース期限が迫っている契約一覧を作成したり,利

用者の登録されていない機器一覧を作成するなど,目的
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図1パソコンの導入実績と契約情報一覧の画面例

部署ごとのパソコンの導入実績表と,期限が迫っている契約の一覧表を

示す｡
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(4)空きIPアドレス割り当てのため,
参照ボタンを押す｡

(5)検索ボタンを押して肝グループの一

覧を表示し,書中ノ当てを行うIPグルー
プを選択後,決定ボタンを押す｡

(6)割り当てるIPアドレ

スを選択後決定
ボタンを押すことで

情朝が引き当てら
れる｡

囲2ワークフロー機能の構成

機器の導入申請から承認,発注,納品,配布処理までをワークフロー機能

で実現することができる｡

に応じて,さまざまな形式で情報を掟供し,適切な導入計

画を容易に立案できるようにサポートする(図1参照)｡

(b)ステップ2:導入フェーズ

導入フェーズでは,新規の機器の導人に伴う,申請書作

成,発抹,納品の手続きなどを行うことを目的としている｡

｢申請一承認一発注一納品一配布+といった機器の導

人時の･一般的な流れを,ワークフローとして提供している｡

利J計者が機著旨の導入申請をするだけで,機器配布までの

一連の作業が実施され,機器管理するための情報を生む

ことができる｡ワークフローとしたことで,管理者側は利用

者に機器管理のためだけの特別な操作を要求する必要が

なく,管理者も管理のためだけのデータ作成作業を削減す

ることができるので,効率の向上を図ることができる(図2

参照)｡

(c)ステップ3:運用フェーズ

運用フェーズでは,機器の利用時に発生する各種関連

情報(機器の利用者,機器の設置場所,IPアドレスの割り

当て,インストールソフトウェア情報など)を設定,変更する

ことを目的としている｡

運用段階で管理したい情報の一つにIPアドレスがある｡

IPアドレスを管理する場合,サブネットワーク単位にグルー

ピングするのが一番簡単な管理方法であるが,グルーピン

グしたい範囲と物理的なサブネットワークの範囲は必ずしも

一致しないことがアドレス管理を煩雑にしている｡ここでは,

管理する単位をサブネットワークではなく,指定したアドレス

範囲でグルーピングして管理できるようにしている｡利用者

は使用したいグループを選択することにより,利用できるIP

アドレスを一覧から選択することができ,∴垂割り当てなど

のトラブルもふっしょくすることができる(図3参照)｡

また,機器管理をするうえで重安な作業が棚卸しである｡

棚卸しは機器が数百,数千のオーダーになると,確認作業

だけで,ある程度の期間が必要になる｡機器の入れ替えが

頻繁なときは,棚卸し中にも機器の入れ替えをすることがあ

(1)運用業務の機器情報メニューを表示し,模索ボ

タンを押して機器情報を登辞する機器の一覧を
表示する｡

(2)機器情報を登録する轢器を選択して編集ボタン

を押し,機器情報登轟画面を表示するゎ

図31Pアドレスの管理の画面例

指定したグループから空いているIPアドレス一覧を表示し,そこからIPア

ドレスを選択することによってネットワークの利用を登毒嘉する｡

り,どの機器までを棚卸ししたのかを把握することが難しい｡

この課題については,資産情報に確認日を登録できるよう

にし,日付指定の検索で簡単に棚卸し未確認の機器を抽

出することで,確認作業を苓易にした｡バーコードリーダを

用いて確認し,ファイル経由で一括登録するという運用スタ

イルを適用して,棚卸し作業者の作業工数を削減する｡

(d)ステップ4:返却･廃棄フェーズ

返却･廃棄フェーズでは,利用中の機器の返却に伴う手

続きや,廃棄候補機器の選択,廃棄時のマニフェスト番号

登録などを行うことを目的としている｡

機器を返却する場合,通常は機器管理部署に横器を持っ

ていく｡この段階で返却された機器を確認し,システム上,

在庫状態としてデータ管理する｡機器を廃棄する場合は,

｢廃棄物処理法+で規定されたマニフェストシステムに対応

できるように,廃棄時のマニフェスト番号ごとに廃棄した機

器を確認できるようにしている｡

在庫品は｢スペック+などの条件で容易に検索できるの

で,ステップ1の導入中講があった場合,まず在庫品から引

き当てをして使うなど,機器を有効に活用することができる｡

(2)ソフトウェアライセンス管理ソリューション

近年のIT資産投資の増加により,ソフトウェアの管理が困

難になっており,ライセンス違反による処罰も増加している｡そ

のため,ソフトウェアの有効利用や正確なライセンス管理の

ニーズが増えている｡

ソフトウェア資産を有効利用し,ライセンス管理を行うため

には,部署別･ソフトウェア別にライセンス状況を監査する必要

がある｡また,保有ソフトウェアの状況だけでなく,不正使用

ソフトウェアや使用禁.Ⅰ_トソフトウェアなども監査する必要が

ある｡

さらに,ライセンスの運用管理全体を行う場合は,ライセン

日立舶2002･9121
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葉肉のソフトウェアライセンスの定期監査に対応
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図4ソフトウエアライセンスの管理

ソフトウェア利用者の利用申請データと機器に実際にインストールされているソフトウエア情報を参照することで,利用状況や不正利用などを把握することができる｡

ス監査だけでなく,ソフトウェア購入,ライセンス返却,レンタ

ルソフトウェア解約などの各業務を管理する必要がある｡

このような管理や監査を行うためには,保有ソフトウェア情

報(購入またはレンタル,商用またはフリーソフトウェア)や,ソ

フトウェアライセンスの購入数,利用数,空き数,およびソフト

ウェアがどの機器で利用されているかなどの情報が必要とな

る｡これらの情報を一元管理することで,必要なデータを容易

に取得し,これをカスタマイズしてブラウザで表示することがで

きる｡

これらの情報を一元管理するためには,これまで紙ベース

で管理していたものを,申請書ベースの電子データとし,ワー

クフロー形式で処理する必要がある(図4参照)｡

このようなライセンス管理を実現することで,ライセンス状況

を容易に把握し,監査業務を行うことができる｡また,ライセン

スの不正使用者を確認し,不正使用者に是正勧告をするこ

ともできる｡

なお,機器管理と同様にソフトウェアライセンス管理でも,

｢ソフトウェアライセンス管理テンプレート+をJPl/Asset

Managerで標準提供することにより,容易なかつ低コストでの

東園良二

導入を実現している｡

3.3 今後のIT資産管理ソリューション

"JPl”製品では,これまで述べた｢機器管理ソリューション+

と｢ソフトウェアライセンス管理ソリューション+のテンプレートを

標準提供している｡今後は,｢iDC(Internet Datacenter)

管理ソリューショ刈やERP(EnterpriseResoursePlanning)

などと連携した｢財務･会計ソリューション+のテンプレートも提

供していく考えである｡

感
おわりに

ここでは,インターネット時代に求められるITシステムの運用

管理ソリューションについて述べた｡

これからは,さらに運用管理が必要とされるIT資産の内容

も多様化していくことが予想される｡日立製作所は,今後も,

IT資産のライフサイクルに合わせた運用管理ソリューションを,

さらに発展させていく考えである｡
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